
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
こ
そ
、
心
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と

言
え
る
社
会
を
共
に
目
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

新
社
会
党
が
生
ま
れ
て
26

年
目
に
入

り
ま
し
た
。
新
社
会
党
は
「
あ
な
た
と

共
に
あ
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
社
会
か

ら
孤
立
さ
せ
ら
れ
る
人
を
作
ら
な
い
た

め
の
「
た
た
か
い
」
を
し
て
き
ま
し
た
。

非
正
規
労
働
者
の
、
女
性
や
こ
ど
も

た
ち
の
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
が

最
優
先
さ
れ
る
社
会
に
な
る
よ
う
今
年

も
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

昨
秋
の
総
選
挙
を
経
て
、
社
会
は
一

層
暗
い
方
向
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
深
刻
な
格
差
の
実
情
を
可

視
化
し
ま
し
た
。
多
く
の
非
正
規
労
働

者
が
生
き
る
糧
を
失
う
危
機
に
さ
ら
さ

れ
、
労
働
組
合
に
も
組
織
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
行
政
の
救
済
策
の
情
報
か
ら

も
遠
い
人
は
、
社
会
か
ら
孤
立
し
孤
独

の
中
で
「
望
み
」
を
見
出
す
術
を
失
く

す
よ
う
な
、
命
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ

ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
、

自
殺
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
は
放
置

で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
憲
法
に
基
づ
き
国
民
の
健

康
や
幸
せ
に
生
き
る
条
件
を
保
障
す
べ

き
政
府
の
対
策
は
、
補
償
も
な
い
ま
ま

の
自
粛
要
請
に
終
始
し
ま
し
た
。

長
く
続
く
新
自
由
主
義
政
策
の
下
で
、

公
的
医
療
・
保
健
・
介
護
等
を
縮
小
し

続
け
て
き
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
対
応
で
き
ず
、
自
宅
待
機
と
い
う
名

の
放
置
状
態
で
命
を
落
と
す
人
が
出
る

事
態
も
起
こ
り
ま
し
た
。
安
心
し
て
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
と
は
何
か
。

金
が
儲
か
る
こ
と
が
豊
か
さ
な
の
か
。

求
め
る
社
会
の
姿
と
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
私
た
ち
が

求
め
る
、
生
活
・
労
働
・
社
会
保
障
な

ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換
し
、

選
択
す
る
機
会
で
す
。

総
選
挙
の
結
果
に
対
し
、
一
部
か
ら

野
党
共
闘
は
理
念
の
な
い
野
合
だ
と
の

批
判
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
小
選
挙
区

制
度
の
旨
味
と
怖
さ
を
知
る
政
権
側
の

攻
撃
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
政
治
に
必
要
な
の
は
、
立
憲

民
主
党
か
日
本
共
産
党
か
の
二
者
択
一

に
収
ま
ら
な
い
、
幅
広
い
層
と
共
に
連

帯
す
る
政
治
勢
力
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
立
憲
も
共
産
も
共
に
「
政
治
を

変
え
る
」
野
党
と
市
民
の
共
闘
の
強
化

で
す
。

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
新
社
会
党
は
、
参
議
院
選
挙
を
闘

う
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
新

社
会
党
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
、

政
治
を
変
え
る
た
め
に
と
も
に
闘
い
ま

し
ょ
う
。

新
社
会
党
委
員
長

岡
﨑
ひ
ろ
み
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委員長 岡﨑ひろみ

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
年
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

新
社
会
党
委
員
長

岡
﨑
宏
美
の
新

年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

7月参議院選は 未来を決める！

コ
ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ
る

日
本
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

放
置
さ
れ
て
き
た

孤
立
と
困
窮
の
社
会

自
公
・
維
新
政
治
の
打
破
へ

参
議
院
選
で
共
闘
の
前
進
を

生
活
・
労
働
・
社
会
保
障
・
・
そ
し
て
憲
法
が
危
な
い
！

委員長 岡﨑ひろみ



岸
田
政

権
の
目
玉

の
一
つ
に

看
護
師
は

月
額
４
０
０
０
円
、
介
護
職
や
保

育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
９
０
０
０

円
の
「
賃
上
げ
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
慰
労
金
」
的
発
想
で
あ

り
、
例
え
ば
保
育
士
の
賃
上
げ
を

見
る
と
、
実
際
は
社
会
全
体
の
平

均
給
与
以
下
で
す
（
図
１
）
。

非
正
規
で
働
く
不
安
定
雇
用
労

働
者
は
就
労
者
の
37
％
、
２
１
０

０
万
人
。
平
均
賃
金
は
２
１
４
万

円
で
す
（
図
２
）
。
世
界
主
要
国

の
う
ち
、
賃
上
げ
率
は
20
年
以
上

も
最
下
位
に
低
迷
（
図
３
）
。

加
え
て
子
ど
も
の
７
人
に
一
人
が

貧
困
状
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
人
親

世
帯
で
は
O
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
最

悪
で
す
（
図
４
）
。
職
業
に
貴
賤
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
低
賃
金
１
５
０
０

円
以
上
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
が

原
則
で
す
。
ま
し
て
や
男
女
賃
金
差

別
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

庶
民
が

困
窮
に
あ

え
ぐ
中
、

岸
田
首
相

は
無
策
の
日
本
外
交
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
。
中
国
、
韓
国
、
朝
鮮
に
は
独
自

外
交
は
皆
無
。
い
っ
ぽ
う
で
「
敵
基

地
攻
撃
」
「
台
湾
有
事
」
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
前
提
と
し
た
安

全
保
障
政
策
、
10
年
連
続
の
軍
事
費

の
増
強
で
２
０
２
１
年
度
は
総
額
６

兆
円
を
超
え
ま
し
た
（
図
５
）
。

在
日
米
軍
の
駐
留
経
費
は
世
界
で

突
出
し
44
億
ド
ル
を
超
え
ま
し
た
（
図

６
）
。
さ
ら
に
敵
基
地
攻
撃
、
兵
器

開
発
や
購
入
で
莫
大
な
軍
事
費
を
投

入
し
、
今
や
日
本
は
世
界
８
～
９
位

の
軍
事
大
国
で
す
（
図
７
）
。

こ
の
よ
う
に
、
岸
田
政
権
は
「
敵

の
脅
威
」
を
煽
り
な
が
ら
軍
事
費
を

膨
張
さ
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
改

憲
国
民
投
票
」
で
、
憲
法
改
悪
（
緊

急
事
態
条
項
の
新
設
、
憲
法
９
条
の

改
悪
）
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

来
た
る
７
月
の
参
議
院
選
挙
は
歴

史
に
残
る
政
治
決
戦
で
す
。
共
に
声

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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岸
田
文
雄
首
相
は
、
「
新
た
な
資
本
主
義
」
「
分
配
な
く
し
て
成
長
な
し
」
な
ど
、

安
倍
政
治
を
転
換
す
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
分
配
」

は
名
ば
か
り
、
経
済
成
長
至
上
主
義
、
無
策
の
外
交
と
軍
事
力
依
存
の
政
策
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
民
衆
が
疲
弊
す
る
中
、
「
敵
基
地
攻
撃
」
の
た
め
の
軍
事

力
強
化
、
防
衛
費
（
軍
事
費
）
の
倍
増
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
グ
ラ
フ
や
図
を
通
し
て
、
日
本
の
姿
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

新年に見る、庶民生活と軍事費

庶
民
生
活
の

困
窮
を
放
置

軍
事
費
は

湯
水
の
ご
と
く

（東京新聞・HPより）

（図ー１）

（図ー２）

（図ー３）

（図ー４）

（図ー５）

（東京新聞・HPより）

（猪谷千香 元ハフポスト日本版HPより）

（マイナビ・HPより）

（ガベージニュース・HPより）

（ｏｓｐｒｅｙ ｆｕａｎ

ｃｌｕｂHPより）

（東京新聞・HPより）

（図ー６）

（図ー６７


